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公益活動報告書 (市民活動実績報告書)(令和5年度分)

(宛先)岡崎市長                         令和 6年 4月 3日

オマスバ

北  村 正 雁茂頁1 12人  (※令和 6年 1月 1日 時点の構成員数 )

団体の目的

1)森林保全、森林資源有効活用、間伐の普及を目的に山ジム(林業作業・間伐・伐採・搬出体験)による森林整備を行う

2)里 山、広葉樹、針葉樹林など森林資源全体に目を向けたバイオマス有効活用を考える。

(燃料用チップ化・ペレット化と熱利用先及び新たな木材の活用先等の検討)

私達の団体が掲げる目的を実現した活動を、以下の項目に従つて報告します。なお、記載内容を一般に
公開することに同意します。

■1 団体の活動目的達成に向けて、今年度はどんな活動をしましたか (公奎量動に限る)。

団体名

活動 日

又は期間
場 所

公●計を受けるの1」

誰 ぐつ か

受益者数 (尺 )

活 動 内 容

公益を受けるものに

どのような″課があっ

たか
会員以外 会員来2

・藤川学区市

民ホーム

・むらさきか

ん (東部地域

交流センタ

ー)

・夏山町ウル

ンガイツ森

林

参加者

111 26

森林資源の利活用と太陽と自然の恵み学習と

して 1)自 然エネルギー製作体験といろい

ろな自然エネルギーの座学及び伐採後捨てて

いるスギ・ ヒノキの枝 と葉っぱを利用 した

2)精油体験を通して 「～森林資源の利活用

を考え地産地消を実易する～額田ヒノキ精油

を考えるワークショップ (3回)と 3」 a■ 自

然エネルギーアウトドアと4)シイタケ栽培
のまとめとして収穫祭 in夏 山などを開催した

1)自 然エネルギー製作体験及びヒノキ精油

体験とカーボンニュー トラルに関す るアンケ

ー ト

日時 :7/9(土)13時 ～ 16時
場所 :藤川学区市民ホーム

参加者 :25人

2)「～森林資源の利活用を考え地産地消を

実現する～額田ヒノキ精油を考えるワークシ

ョップ (3回 )

●ファシリティター :AKJ環境総合研究所副理

事長あいちゼロカーボン推進協議会 運営委員 :

小林敬幸様

場所 :むらさきかん

参加者;1回 目(12/16122人 )※ 1回 目は「額田ヒ

ノキ精油とは !」 基調講演を名古屋大学農学研究

科大学院教授福島和彦様にお願いした

2回 日(1/20:21人 )3回 目(2/17:20人 )

3)9′ 17(日 )All自 然エネルギーアウトドア

場所 :夏山町ウルシガイツ森林

内容 :沢の水流を使用した水車発電でラジカ
セを鳴らし水流を薪ボイラの熱を利用して焼
きそばと足湯を楽しんだ 参加者 :35人

森林資源の利活

用 を考 え～地産

地消を実,す る
～手作 り自然エ

ネルギーお よび

カーボンニュ ト

ラルを考える精

油 ワー クシ ョッ
プなどのイベ ン

トが出来た

↓

今後は精油ブ レ

ン ドを視野に深

堀 した体験イベ

ン トを検討
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:団体の会則・規約に定められた団体の目的を記入 してください。



4)シイタケ狩 りと焼き芋及び豚汁を楽しむ

収穫祭 in夏 山

日時 :11′ 18(土 )

場所 :ウ ルシガイツ森林

参加者 :14人
5)額 田の森の香りを考える精油体験会

日時 :3′ 30(土 )

場所 :ウ ルシガイツ森林

参加者 :午前の部 34人
午後の部 16人

内容 :午前の部では親子で BBQドラム缶焼

きそばと焼き芋と参加者によリヒノキ枝葉材

料作成し精油体験を行った

午後の部では香り調香師やアロマテラピー

関係者の参加を得て「額田の森の香りを考え

る精油について意見交換会を行った
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8/5
岡崎市夏山

町段カイ ト

7

参加者 【ｈ
）

額田ヒノキ精油事業化検討ワークショップの前に
セラピス トさんの協力を得て
「額田ヒノキ精油を考える会」を開催 して
進め方など相談した
日時 :8月 5日 (土 )

場所 :黒屋さん事務所 2階
参加者 :10人
結果 :成分分析結果を参考に効果を踏まえた事業
化を行 う

成分分析により
森の香 りを科学
する文献の活用
に展開した

森林整備活動として夏山町別沢と明見町大切で

1)伐採・枝処理・玉切・はい積み

2)搬出はユンボでダンプに積み込み出荷

面積(ha) 搬出量(m3〉
83

4/2～

R6

明見町大切

22及び大切

間伐の実施によ

り放置森林の整

備保全ができた

山主

参加者

木の駅実行委員会

参加で情報の共有
できた

木の駅 P

J会員
額田木の駅 PJ実行委員会 (毎月第 1木曜 日)

参加

木の駅 PJへの出荷量
125コn3

参加者
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R6/3/7
岡崎市額田セ

ンター
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